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コンクリート
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←1100~1270が望ましい

埋め戻し
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←1100~1270が望ましい
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掘削作業

砕石を敷く

コンクリートブロックの配置
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※コンクリートでもよい
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掘削後掘削面をフラットにするために砕石を敷きます。

コンクリートブロックを配置します。

ブロック芯と掘削箇所の芯を合わせて下さい。

※コンクリートブロックサイズ:W390×H190×D120

転圧作業もお願いします。
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全長1770mmに対して約500㎜程埋め込みます。

掘削底がGLより約550㎜~600mmになるように掘削してください。
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1, 5,

※砕石を50mm~100㎜敷きこむため

コンクリートを流し込む
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埋め戻し

ポストスタンドの設置ポストスタンド施工完成図

ポストスタンドを立て垂直と水平を確認し、固定してください。
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支柱を建てたり、支え木などを建て動かないように固定してください。

コンクリートがポストスタンドの基礎の役割を果たしますので、掘削箇所に満遍なく

充填して下さい。

4,

6,

※最終外構工事の仕上げによっては埋め戻しの必要はありません。

コンクリートが十分に硬化したのを確認した後、埋め戻しを行ってください。

コンクリートを充填するのでも結構です。（コンクリート打設時）


